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曰立家庭用乾燥式生ごみ処理機 

取扱説明書 


ECO - VS 30 型 属庭用 


このたびは曰立家庭用乾燥式生ごみ処理機 



をお買い上げいただき、まことにありがと 安全上のご注意 


2-3 


ラございました。この取扱説明書をよくお ご使用の前に 


読みになり、正しくご使用ください。お読 
みになったあとは、保証書とともに大切に 
保存してください。 

「安全上のご注意」は必ずお読みいたださ 
正しくお使いください。 


•各部のなまえ . 4 

♦据え付け要領 . 曰 • 6 

参ミ□つておし、てし、ただ'きたし、こと . 7 

♦投入でさる生ごみ-投入でさなし、ちの . 8-9 

正しい使いかた 

♦生ごみの入れかた . 10-11 



♦生ごみの処理 . 

♦処理したごみ(乾燥処理物)の取り出し 
お手入れ-アフターサービス 

♦各部のお手入れ . 

•故障かなと思ったら . 

•乾燥処理物の活用 . 

•仕様 . 

♦保言正とアフターヴービス . 

• 「ご相談窓□」 . 



































まを上のごを意 


ご使用前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

■ここに示した注記事項は 

表示内容を無視して誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を、次の表示で 
区分し、説明しています。 


A 警告 
A 注 


この表示の欄は、「死 t または重傷 
を負うことが想定される」内容です。 


^ この表示の欄は、「傷害を負うこと 
B が想定されるか、または物的損害 
の発生が想定される」内容です。 


絵表示の例 


A 

r 警告 や注意を促す」 
内容のちのです。 

0® (S)®® 

してはいけない 
「禁止」内容のものです。 

0@€ 

必ず実行していただく 
「指示」内容のちのです。 


A 警告 1 

酒類やアルコール分を含むものは入れない。（酒かす-アルコール農けの果実-薬草など） 

多量の巧橘類(みかん-オレンジなど)の皮を入れない。 /C\ 

食用油-油脂類やそれ5を含むものを多量に入れない。 

殺虫剤や消臭剤などの薬品類を吹さかけたり、混入したものは入れない。 禁止 

本体や処理容器に殺虫剤や消臭剤などの薬品類を吹きかけたり、入れたりしない。 

•爆発や火災•引乂、自然発乂の恐れびあります。 

包 T などの刃物類やフォーク-スプーンなどの金属食器類、ガラス-陶磁器-金属類など 

処理容器を傷つけるような硬いものは投入しない。 iSj 

• 処理運転時の撐拌動作やフアンによる送風により思わめけびの原因になります。 ^ 止 

絶巧に分解したり、修理-改造を巧わない。 

•火災•感電-けびの原因になります。 

•修理は、販売店または日立のに相談窓□」 ^ ) 

にお問い合せください。 

分解禁止 

定格1 5 AJ ； Lb •交流10 0 V のコンセントを単独で使う。 

•他の器具と併用すると、分岐コンセント部 ^ 

び異常発熱して発乂する ^ g 

なびぉ 。が。 W 

アース線は確実に取り付ける。 

•アース線を取り付けないと漏電のとさ感電 
することびあります。ア-スの取り付けは、 Mm 
必ず電気工事店または日立の「ご相談窓□」 

にお問い合せください。 ア-ス線接続 

傷んだ電源コードや電源プラグ、ゆるんだコンセント 
は使用しなし、。 ra ^ 

•感電•シヨ-卜•発乂の iXJ 
願になります。 WW 

禁止 

めれた手で電源プラグの抜さ 
差しはしない。 『 

•感電やけびをすることび [ 

あ0ます。 ^ 

断 ® 

久^。 \ めれ手禁止 

電源プラグは、刃および刃の ん 

取り付け励こほこりが付着し mm 

ている場合はよくふく。 /Tin ^ 

•乂災の原因になります。 ^ \ 

子供だけで使用させない。 

•感電-やけど-けびの原因に 
なります。 

&T の 

電池類-石油類 • 1 月油-ベンジンなど、 

引乂-爆発ずるらのは絶巧に入れない。 INJ 

• 爆発や火災•弓1火の恐れびあります。 

夏禁止 

ふたをあけたままで雨の中に置いたり、^ 

本体内部の水洗いはしない。 

•感電•シヨ-卜の願になります。 

禁止 

電源コードを傷つけない。 

(傷つけ-加工-無理な巧げ-引っ張り-ねじり-重いもの 

を載百な-がが:むノよこしノよしり 

•電源コードび破損し、火災- f 
感電の原因になります。 ^ 

禁止 

お手入れの際は、必ず電源プラグをコンセ 

ントか!5抜く 巧 封 

* 感電やけびをすることびちります。 

すを抜く. 
























安全上のご注意 


A 警告 1 

本体に乗った 

•転倒してけわ 
では転落すミ 

り、物をのせない。 

をしたり、ベランダ 
) 原因になります。 

1 0 

^ 禁止 

屋外に据え付けるときは、±や 
芝生の上に置かない。置<場含 
は、ブ□ックなどを敷く。 

•感電-ショート*発火の原因に 
なることびあります。 

本体の据え付けは、壁か 55cmLU 
上離し、緊急時に障害にな 5 ない 
場所を選定する。 

•緊急の場合、避難でさな 
かったり消火作業の障害 
になる恐れびあります。 

マンシヨンなどべランダに本体を 
据え付ける際は、手すり側に据え 
付けない 

•落下*転倒やおテさまび踏み台 
にして転落する原因になります。 

石油類やプ□パンガス、スプレー 
宙などの弓 1 乂しやすいものを本体 
に近づけない 

• 爆発や火災の柳び 
のりま9。 ぉ51 ヒ 

本体に直接水をかけない。ふたや本 
体にひびが入ったり、破損した状態 
では使用しない。 iCN 

•感電 • シヨ-卜の原因 
になります。 

ご S 

J 

手すり/^ 

'Tfl 

P 

£ 

L0 

禁止 

直接雨ざ！ 5 しになる場所や、雨水が 
たまり、水浸しになるような場所に 
据え付けない 

• 感電や漏電による火災 
の恐れびあります。 

禁止 

幼巧に乾燥室の中をのぞかせない。 
また本体の近くに台を置かない。 

•やけど-けびの原因 
になります。 

禁止 


/!\ ? 主 居、 

必要時於外は必ずふたを閉める。 

• 而たび開いたままになっていると、 
雨び本体内部にかかったり、強い風 
でふたび急激に閉まるなど故障、感 
電やけびの恐れびありま 
す。またル S ] 物(犬、猫な mm 
ど)び入って事故になる恐 
れちあります。 

本体は、壁などか 5 必ず己 cm 
於上離す。周囲は、必ず上面、 
前面および左ちどち 5 かの側面 

は開放する。 

• 排気の流れび悪くなり、 

内部温励化びつたり、 

壁び魏する願にな 
ります。 

電源 プラグを抜くときは、 電源 
コードを持たずに必ず 電源 プラ 

グ部分を持って引き抜く 

•感電やショートして発火 
することびあります。 

運転中、運転終了後しば 5 くは 
高温部分にふれない。 

搞温によるやけどの原励 

接触禁止 

本体び熱<なっているので、電源スイ 
ッチ!;^外は触れないでください。とく 
に八ンドル、本体後部および本体内部 
(処理容器、内ふた等）は高温になりま 
すのでやけどの原因になります。 

じゅうたんなど、毛足の長いも 
の、熱に弱いものの上に直接設 
置しない。 /CN 

•じゅうたんの変質、魏 
を招くことがあります。 

長期間使用しないとさは、 電源 
プラグをコンセントか 5 抜く。 

(感電 • 漏電の原因） 

•絶縁劣化による感電や漏 

薦懲因になること為 

か® C ます。 グを抜く 

運転中はふたを開けない。 

• 本体内部び高温状態のため、 

やけどの恐れび 

ぁります。 或苗 

運転中は「ふた□ックつまみ」 

を矢印方向にスライドさせる。 

不用意に「フック」に触れた場合、 
ふたび開いて高温の湯気でやけどを 
することびあります。 

^—ふた！□ジクごまみ WW 

お手入れは、本体上面および本 
体内部の処理容器が冷めてか 5 、 
手袋着用で行う。 

• やけどをする恐れび 
ぁります。 

ふたは確実に止まるまで開ける。 

• 制で止めておくと、 

ふたび自重で急に閉 

じることびあります。 禁止 

本体の上に物を置かない。 

• 過熱して変形の恐れび 

ぁります。 、■^ 

禁止 
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る部のなまス 



スイッチ 


処理容器 



処理容器八ンドル 
生ごみ投入量目盛り線 

固定刃 

かくはん羽根 

(正逆回転します。） 




ふたフック 


※移動時には、本体側面の 
取っ手に手を入れ、持ち 
運んでください。（本体び 
冷めているとさ(し移動し 
てください。） 


内ふた殖脱できます) 

(〇16ぺージ） ド 


内ふたパッキン 
熱風吸込 □ 

熱風吹出 □ 

熱風□パッキン 


電源プラグ排気口 
電源コード 


通気 □ 



壽夏 S 



アース 端子 

(げ曰. 6ぺージ) 

I アース 線 


-乾燥室 


獅 （4 力所） 



ご使用の前に 


各部のなまえ 
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据え付け要領 


唾気工事やアース娘地)工事はお買い上げの販売店または電気工事店に依頼してください。 


アース(接地)工事について 

アースエ事は、電気設備技術基準等に関する法令， 
規則等に従って必ず「法的有資格者」による D 種接地 
工事（接地抵抗1日日〇必下）を行ってください。 
•漏電時に感電の恐れびあります。 

〈適する場所〉 

アース棒は常に湿気のある所など適切な場所を選定 
して埋設してください。 

〈不適切な場所〉 

1 ) 地下埋設場所（例：ガス管、水道管、 

地下ケーブル、引込管など） 

S ) 避雷針や電話のアースから 2 m じ(内 

3) ガス、酸などで腐食の恐れびある場所 

4) 人通りの激しい場所 



屋内の据 



2 

3 


本体据え付け場所の選定をずる 

•生ごみ処理中にニオイや蒸気び出ますので勝手□近くや換気扇 
のあるところに据え付けてください。 

♦本体は、床面の強度のある場所に据え付けてください。 
•じゆうたん等毛足の長いをの、熱に弱いをのの上は避けてください。 
♦本体の周囲に好油などの可燃物のある場所は避けてください。 
•本体は、壁などから必ず 5 cml ^ U 上離してください。 

•周囲は、必ず上面、前面および左ちどちらかの側面は開放してくだ 
さい。 



どちらかの側面は開放 


箱の中に入れたり、周囲を囲んだりしますと、過熱による故障の原因や周囲の壁を巧します。 


本体を据え付ける 

♦本体を水平に据え付けてください。 

アースを確実に取り付ける 

♦本体後面のアース端テに、付属のアース線を接続します。 
•ア ース線の先端の皮をむさ、アース端テ付コンセントの 
アース端テに確実に固定します。 

•アース端テがない場合は、アースエ事を行ってください。 


■据え付け例：勝手□付近 



ベ 

ン 

夕、 

の 

据 

义 

付 

け 

か 

た 


屋外(軒下） • ベランダの据え付けかた 


本体を屋外(軒下）•ベランダに据え付ける際、準備していただきたい工事部材 


•コンクリートブ□ック （2 枚）•アース棒 
ホームセンターなどでお買い求めください。 


•アース付き防雨形コンセント•鎖または針金 


本体据え付け場所の選定をする 

•軒下、出窓の下、勝手□の近<など、雨ざらし 
にならないところを選んで据え付けてください。 
•直射曰光の当たる場所はさけてください。 
•潮風の当たる場所(地域)では、潮風防止の小屋 
などを設けてください。 

•本体は壁などから必ず 5 cml ^^ 上離してください。 


〈据え付け例〉■ベランダ 
■勝手□付近 手すり 




次ページにつづ< ► 
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開口部 ~ 


(つづさ） 屋外(軒下） • ベランダの据え付けかた 


本体据え付け場所の選定をする（つづき） 

•周囲は、必ず上面、前面および左ちどちらかの側面は開放してくだ 
さい。 

•ベランダに据え付ける場合、本体を手すり側に据え付けないでくだ 
さい。（お子様び踏み台などにして転落する原因になります。） 

♦避難器具、避難八ツチや、消防隊進入の障害とならない場所に据え 
付けてください。 

•二ち向避難路側のベランダには据え付けないでください。 

•石油類やプ□ノくンガスなどの弓I火しやすいをのの近くに設置しないでください。 （2m じ(上離す) 


已 cm - 

正面^ 


〇 


60 cml；Lb 


ベランダ側 


已 cm 
上 


壁 


手すり^ 


箱の中に入れたり、周囲を囲んだりしますと、過熱による故障の原因や周囲の壁をミちします。 


電源コンセントの取り付けと配線工事 (電気工事±の有資格者び行つて < ださい。） 


屋外に電源コンセントがない場合 


1. アース付さ防雨形コンセントを取り付ける 

2. 配線する 


本体を据え付ける 

♦本体を水平に据え付けてください。 

1. 本体の据え付け場所にブ□ックを敷く 

(雨天時における雨水のはね返り防止のため） 

2. 移動防止の「鎖」を取り付ける 

(1) 本体底面の穴に鎖、針金などを通して(または鎖の 
先端を引っ掛ける)セメントで埋設したり、丈夫な 
壁などに固定してください。 

(2) 鎖の引っ掛け部をペンチなどで閉じてください。 



_配編 


肉 ^ 

r 



L 


リ方雨形コンセント^ 




1 の取り付け J 



ペンチで 

閉じる 


ブ□ック 



「鎖」を壁面へ取り付ける際は 

•メタルラス張り*ワイヤラス張り、または金属板張りの木造の造営物に電気的接触しない 
ようにしてください。（「電気設備に関する技術基準182条」により義務づけられています。） 


アースを確実に取り付ける 

♦本体後面の アース 端子に、付属のアース線を接続します。 
•アース線の先端の皮をむさ、アース端子付コンセントのアー 
ス端テに確実に固定します。 

•アース端子びない場合は、アースエ事を行ってください。 


防雨形コンセント 
アース端テ 



据え付け終了後の運転確認 

1. 電源プラグをコンセントに差し込む 

2. 電源スイッチ r 入」を約1秒上押す 

3. 「運転ランプ」の点なと、かくはん羽根の回転音を確認する 

(運転ランプの点打から約己秒経過すると約10秒間間欠回転します。） 

4. 電源スイッチ r 切」を押して運転を停止する 


ご使用の前に 


据え付け要領/屋外(軒下)•ベランダの据え付けかた 
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知つておいていただをたいこと 


生ごみ投入時 


投入でさる生ごみとでさないごみを必ず分別し、処理 
できる生ごみのみを投入してください。 

(事故や故障の原因になります。） （08-9 ページ） 


肉、魚、揚げ物、でんぷん類や果物、巧橘類（みかん•才 
レンジ-グレープフルーツ等)の皮だけなど、単品の生ごみ 
を処理する場合は、処理がうまくいかない場合があります。 

(処理中ニオイびする場合びあります。） （€：>]] ページ） 


処理容器の生ごみ投入量目盛り線上の詰め込みを避け、 
生ごみの水分を十分に切ってから投入してください。 

^過度に詰めこみますと、処理状態び悪くなったり、内爲た^ 
に目詰まりしたり、ニオイの発生や故障の原因になります。 

V (〇 ] 日ぺージ） ノ 


乾燥処理物が処理容器に半分位たまっているとさは、新 
しく投入するごみの量によっては詰め込みすざになるこ 
とがあります。一度捨ててから生ごみを投入してくださ 

い。（な14ぺージ） 


生ごみ処理時-処理後 


処理容器の中で生ごみが腐敗しないよラに早めに処理 
して < ださい。 

(腐敗び進んで悪臭びする場合びあります。） 


処理中や運転ランプ消灯直後は、ふたを開けないでく 
ださい。 

(ニオイの発生や内部び高温のため、 

やけどをする恐れびあります。） 



乾燥直後の処理物は、特有のニオイが残ります。 
できるだけ冷やしてから、ふたを開けてください。 


生ごみの処理中は、かくはん羽根が間欠回転するため 
間欠音がします。 （故障ではありません。） 


パン、クッキー、卵のから、えびのから、めか床やみそな 
どの粘性物などを処理する場合は他の生ごみといっしょ 
に処理してください。 

(処理したごみの粉じんによる目づまり等、故障の原因にな 
ります。）（な] ] ぺージ） 


長く快適にお使いいただくために、本体内部にごみが 
付着したときは、お手入れをしてください。また、処 
理容器を洗ラ場合には、洗剤を使わないでください。 
こびりつさやす<なります。 

(な15，16ぺ—ジ） 


少量のごみを処理する場合は、十分に乾燥しない場合が 
あります。次のごみを続けて投入し、処理してください。 


腐敗したごみは投入しないでください。 

(ニオイの発生や故障の原因になります。） 


排気□からの排気風や、周囲の空気のまき込みなどにより、床や壁を巧す場合があります。ときどき、周囲の床や 
壁を掃除してください。なお、壁面などに巧れが付く場合は、壁等から離して設置することで巧れを軽減できます。 



ご使用の前に常に確認してください 


本体周囲が物でふさがれていませんか？ 

故障の原因になります。また植物は排気□の近くに置くと、熱で枯れることびありますの 
で置かないでください。(〇 5ページ） 

脚 (4 力所)は水平に据え付け5れていますか？ 

振動音びすることびあります。 

ガタつきびある場合は、薄い板などをはさんでガタつきをなくしてください。 

ふたは常時閉めてありますか？ 

店、たび開いたままになっていると、雨び本体内部にかかったり強い風で而たび急激に開 
まるなど故障、感電やけびの恐れびあります。またル動物(犬、猫など）び入って事故に 
なる恐れもあります。 必要時 m 外は、必ずふたを閉めてください。 

運転中は必ず ふた□ックつまみを □ックしてください。 




ご使用の前に 


知つておいていただをたいこと 
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故障の原因になるちの 



次のものは、生ごみにまぎれ込みがちでず。投入しないでください。 


投入できる生ごみ 

人間び食べ5れるものであれば処理可能です。 



ご飯-めん類 野菜くず 果物くず 


(ほぐして処理してくださし、) 



茶びら 肉類-魚類 その他の残りもの 

凍っている生ごみは解凍してか5投入してください。かくはん羽根が□ックして故障の原因になりまず。 


生ごみを分別します 

投入できるものと、投入できないものがありますので、あらかじめ必ず分別してください。 

\ _ 

•処理でをるらのは家庭で発生する生ごみだけです。 


投入でをる生ごみ • 投入でをないちの 








投入でをないちの 

r 

爆発•引乂の恐れがあるちの 


r 

A 警告 

N 


0 


禁止 


酒類やアルコール分を含むものは入れない。（酒かず、アルコール農けの果実-薬草など） 
多量の巧橘類(みかん-オレンジなど)の皮を入れない。 

食用油-油脂類やそれ5を含むものを多量に入れない。 

殺虫剤や消臭剤などの薬品類を吹さかけたり、入れたりしない。 

本体や処理容器に殺虫剤や消臭剤などの薬品類を吹さかけたり、入れたりしない。 

•爆発や火災•引火、自然発火の恐れがあります。 


※絶巧に投入しないでください。 




替 

知お 
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石油類 


アルコール および アルコール 分を 
含む食品（酒かずなど） 


酒類（果実酒-薬用酒など） 











アルコール (焼酌 • ホ ワイトリカーな ど)農けをした 
果実（うめ、ざくろなど）•薬草などの薬材料 
キムチなどの発酵系の食品 


その他 


'•宙類（スプレー宙など)1 
•巧乂 •電池類 
•ライター鲁マツチ 


故障の原因になるもの 


処理でさない生ごみ 


牛•豚-鶏などの骨 



小麦粉-米めか-バイオ基材など 
の粉末状のもの 



硬い貝殻、かにのから、梅干し 
桃などの種、くるみなど 


食器類など 




ガラス•陶磁器•金属類 


スチ□ールトレー • 容器 




木竹製品 


ポリ袋•ラップなど 
のシート類 



紙類 


輪ゴム 


木くず•小枝•草•葉 
など 


ご使用の前に 


投入でさないら^ 






































生ごみの入れかた 


〇 


生ごみの下処理をずる 


•処理時間の短縮や良好な処理をするための準備をします。 

① 水分は十分に切ってください。 

② ごぼう、とうちろこしのしんなど硬くて大きいものや、とうもろこしの皮、たけのこの皮、 
長ねざなどの細長い繊維の多い野菜は、曰 cmliTF に小さくしてください。 

(かくはん羽根の巻き付きや□ックにより故障の原因になります。） 








ふたを開ける 

① 「ふた□ックつまみ」を矢 EP 方向に解除する。 

② 「フック」を押す。（ふたが半開きします。） 

⑤手を添えながら、ふたを最後まで開ける。 

I 而たは確実に止まるまで開けてください。無理に開けたり、 
力を加えたりはしないで < ださい。 

(途中で止めておくと、而たび自重で急に閉じることびあります。） 

I 生ごみを投入するとさ、「生ごみ投入量目盛り線」を越える場合 
は処理容器内のごみを取り出してください。（〇14ぺ-ジ） 
内而たにごみび付着しているとさは必ず取りのぞいてください。 
( な]已ぺージ） 

I 強い風のときは而たび急激に閉まることびありますのでご注意 
<ださい。 

♦処理後続けて使用する場合は、本体内部び高温になっているの 
でやけどに注意してください。 

処理容器のセットを S 崔認ずる 

処理容器がセットされていないときは、セットします。 

① 処理容器の OEP と本体の OEP を合わせてセットします。 

② 処理容器八ンドルを手前に倒す。（フック側） 

• 処理容器をセットしないで生ごみを直接入れないでください。 
故障の原因になります。 





分別した生ごみを入れる (な 8 ぺージ） 

•水切りした生ごみを処理容器に入れる。 

「生ごみ投入量目盛り線」上に生ごみを入れないでください。 
生ごみを巧し込んで「生ごみ投入量目盛り線」(下にしないで 
ください。量び多い場合は分けて処理してください。 

生ごみはほぐして入れてください。 


無理に押し込んだり、固まっていると、生ごみび処理不足(未乾燥） 
になることびあります。また、ニオイの発生や故障の原因になります。 


►生ごみが出た5そのたびに投入 
でをます。（処理は1曰に1回び 
目安です） 



生ごみ投入 量目 盛り 線 


正しい使いかた 


生ごみの入れかた 


〇 
J — 






















ふたを閉める 

①「カチッ」と音がするまでゆっくり閉める。 

♦処理容器や内而たび確実にセットされていないと、而たび開 
まりません。 

( D 「ふた□ックつまみ」を矢 EP 方向に押し、□ックする。 

♦ 而た□ックつまみを□ック側にした状態で而たを閉めないで 
ください。（故障の原因になります。） 


① 



么注意 


乾燥処理後続けて使用する場合は、 
本体内部の局温部触れない。 

•やけどの恐れがあります。 


Q 


禁止 


•な 画誦 

•店\たは勢いよく閉めないでください 


かたよった生ごみを続けて処理する場合 

処理不足の状態になつたり、処理中ニオイがする場合がありますが故障ではありません。 



処理不足の状態になつ 
てち、他の生ごみを継 
続して追加-処理する 
と、乾燥状態ち粉砕度 
ち除々に良くなります。 

大きな生ごみは、曰 cm 
下にルさくしてくだ 
さい。 


お知らせ 


♦乾燥式生ごみ処理機は、生ごみの水分が蒸発するため処理後ち小さく形が残ります。 
♦たまご、えびのから、魚の骨、パンなど、水分が少ないちのは形が残ることちあります。 


正しい使いかた 


生ごみの入れかた 
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生ごみの処理 


通常処理 


〇 電源 

W 卜 


スイッチ r 入」を約1秒 
m 上巧ず 


■運転ランプび点灯し、タイマーランプび点 
減します。 


運転中は次の動作を行います。 

①己秒後にタイマーランプ 
び消なし、かくはん羽根 
び約]日秒間正逆回転し 
ます。 




②約2分後にファンび回転します。 

⑤約30分後、処理温度によってかくはん 
羽根び正逆運転します。 

この状態で処理が 
続きます。 


④処理び終了すると運転ラ 
ンプが点滅し冷却中にな 
ります。 

⑥約]已分間;令却後自動的 
に運転ランプび消え、停 
止します。 


た)幢) 

0 © 


♦処理を途中で停止させるときは、電源ス 
イッチ r 切」を押します。 

♦運転途中に電源スイッチ r 切」を押した後 
や処理終了後に本体内部を冷却するため、 
フアンが約1分間回転します。 


タイマー帆巧 （3 時間後入タィマーモード） 


•3 時間後に処理を開始しまず。 

寝ている間や深夜電力を使いたい場合に有効です。 
生ごみの量によっては朝になってち運転している場 
合があります。 


〇 


電源スイツチ「入」を約1秒 
m 上巧す 


■運転ランプび点な 
し、タイマーラン 
プび点滅します。 



3時間後入タイマースイッチ 


を巧す 


I タイマーランプび 
点滅している間(約 
已秒間)に押します。 


◎ 



• 点滅中に押さないとそのまま通常処理を 
行います。再度セットする場合は、一度 
電源スイッチ r 切」を押してから再セット 
してください。 

タイマー姆理中は次の動作を行います。 

①タイマーランプび点灯に 
切り替わり、タイマー待 
ち状態になります。 


◎獲) 


3時間後 

②タイマーランプび消灯します。 

⑤その後の動作は通常の処理と同じ動作 
になります。 

>タイマー処理中 (3 時間)にふたを開けますと 
最初か！5やり直しになりまず。 

再度設定する場合は而たを閉めて電源スイッ 
チ「入」を押し、3時間後入タイマースイッチを 
押してください。（この場合押し直したとさか 
ら3時間後のスタートとなります。） 


※時間帯別電灯契約を示します。 

(契約内容は、電力会社にお問い合わせください。） 


正しい使いかた 


生ごみの処理 


12 
















生ごみ処理中のお願い 

♦運転中はふたを開けないでください。 

内部び高温のためやけどの恐れびあります。運転中に而たを開けると、自動的に電源スイッチび切れて運転 
び停止します。 

♦室内使用時、乾燥のために発生ずる湿気•熱気•ニオイが気になる場合は、換気をしなが5お使 
い < ださい。 


上手な使いかた 

♦毎食後の残飯•残菜（少量の生ごみ）を、その都度処理ずるよりも、一日分を夜にまとめて処理ずる 
ほうが時間短縮に効果的でず。 


生ごみの量と処理時間の目ち 

♦処理時間の目勃ま、生ごみ(標準生ごみ)の量が約400含のとき約1時間30分、約70 Og のとき約2時間 
10分、約 3.0 k 含のとさ約8時間です。 

生ごみの種類•量•水分量•温度、使用される周囲温度•電源電圧等の環境によって処理時間び変動します。 
ただし、特に水分量び多い生ごみの場合には、乾燥び不十分でわ最長約9時間で停止するようになっています。 

(標準生ごみ：曰本電気工業会の自主基準に基づく生ごみ） 


正しい使いかた 


生ごみの処理 
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処理したごみ(乾燥処勵)の取り出し 


•処理した生ごみび処理容器の約半分位までたまったらごみを取り出してください。 

処理したごみの状態が粉塵状に細かくなっている場合は、少量でちごみを捨ててください。 
(続けて処理すると細かいごみが内ふたのあみにつまって処理不良や故障の原因となります。） 


〇 


処理容器八ンドル 




運転ランプの消なを確認してか5 

ふたを開ける 

•ふたは静かに開けてください。 

(而たに付着した乾燥処理物び飛び散ることびあり 
ます。） 

•内店\たパッキンにごみび付着している場合は、 

必ずごみを取りのぞいてください。 （にお 15ぺ-ジ） 

処理容器を取り出ず 

•運転終了直後は、姐理容器八ンドルび熱くなって 
います。冷えてから取り出してください。 

•内而たに当たらないように、ゆっくりと持ち上げ 
てください。 

ごみを捨てる 

•一般ごみと一緒に捨てられます。 

また、園芸などの乾燥•有機肥料 
素材として利用でさます。 

(な ] 8ぺージ） 

処理容器を落としたり、たたいたり、 

衝撃を加えたりしないでください。 

(破損の原因となります。） 


內ふた 




〇 


処理容器をセツトする 

(な] 〇ぺージ） 

•処理容器と本体の〇印の位置を合わせてセ 
ツトし、八ンドルを手前に倒して而たを開 
めてください。（八ンドルを手前に倒さな 
いと、処理容器八ンドルび変形することび 
あります。） 


上手な使いかた(ごみ出し回数を減らすために) 


乾燥処理物の上に追加投入し、続けて処理できます 


酬！富目 


器謂！ 



生ごみ 


処理後の乾燥処理物 


>乾燥処理物びかくはん羽根の周囲にかた 
まった場合は、くずしてから、その上に 
生ごみを投入して処理します。 

>乾燥姐理物び処理容器に約半分位になつ 
たら捨ててください。 


<ずす 



-処理容器 
かたまったごみ 


かくはん羽根 


正しい使いかた 


処理したごみ(乾燥処理物)の取り出し 


4 
J — 













































( A 警告 

お手入れの際は、必ず電源プラグを抜く。また、めれた手で抜き差ししない。 

•感電やけがをすることがあります。 

A ま意 


1お手入れは、本体上面および本体内部の処 f 理容器等が冷めてか！ 5 行う。 
y •やけどをする恐れがあります。 （お手入れのときは手袋を使用してください。） 


o 生ごみを入れるときのお手入れ(毎回） 

生ごみを入れるとさは内而た、内而たパッキンや熱風□パッキンにごみび付着している場合はお手入れを 
してください。「内而た」のあみびごみで而さびれていると、ニオイや乾燥効率の低下や故障の原因となり 
ます。 （ 〇16ぺージ） 

0乾燥処理物を捨てたあとのお手入れ 

/生ごみ投入量目盛り線,- 


•処理容器を湯または水に浸した後、スポンジで洗ってくださ 
し、こびりつさやすくなりますので、洗剤は使用しないでくだ 
さい。 



•水をかけたり、水洗いしないでください。 
(故障の原因になります。） 

•水を含ませた布をよく絞って、ごみやちれ 
を而さ取ってください。 




16ページに従ってお手入れしてください。 


濡らして軽くしぼった布などで清掃してく 
ださい。また、內而たパッキンに付着した 
ごみは取り除いてください。（パッキンの変 
形やにおい発生の原因になります。） 

•熱風吹出□や熱風吸込 □ 

付近に付着したごみはお 
手持ちの歯ブラシなどで 
姐理容器側へかさ出して 
ください。 

•ごみび熱風吹出□、熱風 
吸込□の中に入らないよ 
ラに注意してください。 


>本体外側のプラスチック部分や操作ノ くネル部分の巧れは、 
柔らかい布で軽くおさ取ってください。 

巧れびひどいとさは、水で薄めた台所用中性洗剤に浸した布を 
かたくしぼって而さ取ってください。 

/お手入れには、シンナーやベンジンなどは使用しないで 
ください。またクレンヴーやみびさ粉などは使用しない 
I でください。 ノ 

本体外側の金属部分は、ステンレス鋼板を使用しておりま 
すび、据え付け場所の環境により、空気中のちりやほこり 
び付着しサビび発生する場合びあります。 

次の様にお手入れしてください。 

G) 柔らかい布または、スポンジに粒テの細かいクリームク 
レンヴー施体)をつけてこすり落とします。 

◎その後、水に浸した布をかたくしぼって而さ取ってくだ 
さい。 

[ お手入れには、シンナーやベンジンなどは使用しないで、 
ください。 



き部のお手入れ 


乾燥室 


内ふたパッ丰ン-熱風□パッ丰ン 


内ふた 


処理容器 


各部のお手入れ 


5 
1 — 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 










































巧ふたのお手入れ 


処理する生ごみによっては、内ふた内部にごみが付着することちあります。 

長く快適にお使いいただくために、点検-お手入れをしてください。 

•内店\たを取り付けたまま、水洗いや水をかけないでください。（故障の原因になります。） 


〇 


内ふたを取り外す 

① 而たを開いた状態で「内店\た取っ手」を手で押さえなびら「店、 

たフック」を押し上げます。 

② 内而たびはずれますので、両手で持ち上げはずします。 

•必ず内而たを押さえてください。 ^店、;■こ 


店、たフック 
内而た取っ手 




お手入れをずる 



刻印 





•内店\たの内側に付着したごみや、特に内店、 

たのあみのごみをお手持ちの歯ブラシなど 
でかさ落としてください。内店\たパッキン 
に付着したごみわされいに取り除いてくだ 
さい。 

水洗いした場合は、よく乾かしてください。 

( 金属などの固いをのは傷びつく恐れびありますので^ 
i 使用しないで < ださい。 I 

•熱風吹出□、熱風吸込□に付着したごみわ同様に歯ブラシ 
などでかさ出して < ださい。 

•而たの内側は、濡らして固くしぼった布などで清掃してく 
ださい。また、而たパッキンに付着したごみは取り除いて 
ください。（ニオイの発生原因となります） 

•ごみを熱風吹出□や熱風吸込□の中に押し込まないでくだ 
さい。（故障の原因になります。） 

•内而たを落としたり、たたいたり、ぶつけたりしないでく 
ださい。破損してにおいびもれることびあります。 


内ふたを取り付ける 

©「高温注意」の刻印面を手前にし、 
「つめ」を「つめ固定用溝」に挿し 
込みます。而たパッキンびめ < れ、 
挟み込まれないよラに注意してく 
ださい。 

(ニオイちれの原因になります。） 
@「而たフック」を押し上げて、内 
店、たの「フックつめ」に r 加こつッ 
ク」をかけて < ださい。 


店、たフック、 
店、たパツキン’ 


つめ固定用溝、 


熱風吸込 □ 



つめ 


フックつめあみ 


熱風 D 夕出 □ 

内ふた内側にたまった 
ごみを取り除く 

内店\たパッキン 


ふたフック; 



フックつめ 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 


各部のお手入れ 
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と思、つた5 


こんなとさは 


調べるところ 


直しかた 


電源スイッチを巧 
しても作動しない 


•電源プラグびコンセントから抜けて 
いませんか。 

•ふたび確実に閉まっていますか。 


•電源プラグをコンセントに確実に差し込んでくだ 
さい。 

♦ 「カチッ」と音びするまで確実に閉めてください。 
( 1ぺージ） 


処理されていない 


>運転ランプの点な中やタイマーラン 
プ点な中に、ふたを開けませんでし 
たか。 

>運転ランプの点灯中やタイマーラン 
プの点灯中に、電源プラグび抜けた 
り停電しませんでしたか。 


♦運転中やタイマー運転中はふたを開けないで<だ 
さい。而たを開けると電源び自動的に切れます。 
再度而たを閉め、電源スイッチ「入」を押すと、 
運転び最初からスタートします。 

♦運転中やタイマー運転中に電源び切れますと停 
止状態になります。電源スイッチ「入」を押して最 
初からスタートしてください 


処理時間が長く 
かかる 


十分に乾燥され 
ていない 


•水分量の多い生ごみ類を多く入れて 
いませんか。 

♦生ごみび多量に入っていたり、詰め 
すぎたり固まったりしていませんか。 

♦内ふた内に乾燥処理物の細片び入っ 
て、内ふたのあみびつまっていませ 
んか。また熱風吹出し□や熱風吸込 
□びごみでつまっていませんか。 

♦排気□や本体周囲をふさいでいませ 
んか。 

♦ごみの種類びかたよっていませんか。 

(でんぷん類-果物類など） 

♦固いごみや大さなごみを入れていま 
せんか。 


•水分の多い場合は、乾燥に時間びかかります。乾 
燥されていない場合は、もラー度処理運転を行っ 
て < ださい。 

♦処理容器の「生ごみ投入量目盛り線」までに減らし 

ごみをほぐしてから、再度処理を行ってください。 
(01日ぺージ） 

•内ふたと本体内部をお手入れしてください。 

(か已. 16 ぺージ） 


•障害物を取り除いてください。己ページ） 

•かたよらないように、他の生ごみと混ぜて処理し 
てください。 （dM ]ぺージ） 

♦己 cmliTF にルさくして、ほぐして処理して 
<ださい。 


本機は処理時間が異常に長い場台、過熱防止等の安全のため運輯スタートか！5 
最長約9時間で運輯停止し、自動的に電源が切れるようになっております。 


運転中に 
ランプが 
点滅して 
しま5 


〇運輯ランプ 
消な 

■•:-タイマ-ランプ 
点滅 


术運輯ランプ 
* タイマ-ランプ 
交互点滅 

本運輯ランプ 
>タイマ-ランプ 
同時点滅 


♦製品の周囲温度び高くなっています。 
屋外使用時直射日光のあたる場所に 
据え付けていませんか。 

参本体周囲を囲ったり、ふさいでいま 
せんか。 


•直射日光のあたらない場所に移してください。 
•囲いまたはふさいでいる物を取り除いてくださ 
し、。（な己ぺージ） 


>水分量の多いごみ、種類びかたよっ 
ているごみ、固まっているごみや詰 
め込みすざ状態になっていませんか。 

>アルコール系のごみ、腐敗ごみ、発 
酵系のごみを入れませんでしたか 


•生ごみをとり出し、分別して入れ直して、再度 
スイッチを入れてください。 


•処理容器内の処理物を取り除いてください。 


※ランプの点滅は、約24時間で消灯し自動的に電源が切れるようになっています。 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 


故障かな：と思ったら 
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こんなとをは 


調べるところ 


直しかた 


ラジオ、コードレ 
ス電話などに雑音 
が入る 


•ラジオまたはコードレス電話を本 
体の近くに置いていませんか。 


•ラジオまたはコードレス電話を本体から 
2 m じ(上離すか、向さを変えてください。 
受信感度び弱い場合にはさらに雑音びルさく 
なるまで離してください。 


運転中大きな音 
がする 


け受入でさないごみを入れていませ 
んか。 

>大さな乾燥物や硬い物び入ってい 
ませんか 


•生ごみをとり出し分別して処理してくだ 
さい。（な8.9.1日ぺージ） 


姆理中に強い 
ニオイびする 


•熱風吹出□、熱風吸込□や内ふたのル 
巧び目づまりしていませんか。 

•内爲たパッキン部および、処理容器上面 
にごみび付着していませんか。 

•ふたパッキン部にごみび付着してい 
ませんか 

•内ふたびさちんと取りつけてありま 
すか 

•熱風□パッキンにごみび付着してい 
ませんか 

•ごみの種類びかたよっていませんか。 

•処理容器内に処理したごみび一杯にな 
つていませんか 

•腐ったごみを処理していませんか。 


•ごみを取り除いてください。 （c>l 日ページ） 

•ごみを取り除き、清掃してください。（げ1己ぺージ） 

•ごみを取り除さ、清掃してください。 （ 6ページ） 

•内ふたの取り付けち法16ページ)にしたびって 
取り付けてください。 

•ごみを取り除き、清掃してください。 （ 〇1已ぺージ） 

•他の生ごみと一緒に処理してください。 

(〇 ぺ-ジ） 

♦処理したごみを取り出してか 5 処理してください。 

( な14 ぺージ） 

•生ごみは腐敗しないよう早めに処理してください。 


巧燥処理物の活用 


f 処理物は投入された生ごみの種類とその 量、 処理状態などにより多様な状態となるため1 
肥料としての効果に差が生じる場合があります。 


堆肥にして園芸に活用ずる方法 


①ポリ袋(米袋など）を用意 
し、下側に穴をあけます。 
に日ケ所程度） 


②その中に乾燥処理物と 
腐葉±を入れ、よく混 
ぜます。 



体積の割合 



⑤その上から湿らす程度 
に、じよラろで散水し 
ます。 



^ 乾燥処理物 

腐葉± 、 

8L 

10L 



(例）4人家族の1ヶ月分(約 8 L ) 
を堆肥にした場合 


•完熟堆肥は直接、植物の根に触れないように埋めてください。 


④袋を締め、月日を記入し、 
曰陰で保管します。 



いを肥び完熟になる 
目勃ま、夏場で約1ヶ月 
冬場で約3ヶ月 
保管中は時々かさ混ぜ 
て < ださい。 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 


故障かな：•と思った5 •乾燥処理物の活用 
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仕様 


定格電圧 

AC 100 V 

定格周波数 

己 0-60 HZ 共用 

定格消費電力 

8己 0 W 

電源コード 

約 2 m 

最大姐理量 

約 3 kg / 回 

外形寸法 

幅2目日 mm X 奥行 448 mm X 高さ日04 mm (ふたを開けたとさの高さ 8] 0 mm ) 

質 量 

約 13 kg 

付属品 

アース 線 (1 本） 


>長期間ご使用にならないとさは、電源プラグをコンセントからおいてください。 


•般家庭用 m 外でご使用になるとを 


食堂や寮、レストランなどでご使用になり、大量の生ごみを投入したり、一日の使用時間が一般家庭に比べて極 
端に長い場合には、短時間で部品の交換が必要になることがあります。 

お買い上げの販売店にご相談のラえ、定期的な点検を受けてお使いになることをお勧めします。 

•このよラなご使用は、保証期間の対象外となります。 


保証と アフターサービス (必ずお読みください） 


保証書 


保証書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」などの記入をお確か 
めのラえ販売店から受け取つていたださ、内容をよくお読みの 
後、大切に保存してください。 

♦保証期間は、お買い上げの曰から]年です。 


ご不明な点や修理に関ずるご相談は 


修理に関するご相談並びにご不明な点は、お買い上げの販売店 
または、に相談窓□」（げ2日ぺージ)にお問い合わせください。 


修理を依頼されるときは画胃 


17- 18ページに従って調べていただき、なお異常のあるときは、 
ご使用を中止し、必ず電源プラグを抜いてから、お買い上げの 
販売店にご相談ください。 

■連絡していただきたい内容 


品 名 

曰立家庭用乾燥式生ごみ処理機 

型 式 

EC 0- VS 30 

お買い上げ曰 

年月日 

故障の状況 

(できるだけ具体的に） 

ご 住 所 

(付近の目巧等も併せてお知!5せください） 

お 名前 


電話番号 


訪問ご希望曰 



※銘板は本体左側面にあります。 

■保証期間中は 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださます。 

■保証期間が過ぎているときは 

修理すれば使用でさる場合には、ご希望により修理させていた 
ださます。 


補修用性能部品の保有期間 


当社は、この乾燥式生ごみ処理機の補修用性能部品を製造巧ち 
切り後6年保有しています。 

補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な 

口しす0 


ご転居されるときは 


ご転居によりお買い上げの販売店のアフターサービスを受けられ 
なくなる場合は、前ちって販売店にご相談ください。ご転居先で 
の曰立の家電品取扱店を紹介させていたださます。 

♦ご転居されたり、移動したりした場合には、必ず販売店また 
は電気工事店に依頼して、アースの取り付け直し（有料）を行 
つてからご使用ください。 ( d ^ 已•目ページ） 


修理料金のしくみ 


修理料金=技術料+部品代+出張料です。 


技術料 

診断、部品交換、調整、修理完了時の点検などの作 
業にかかる費用です。技術者の人件費、技術教育費、 
測定機器などの設備費、一般管理費などび含まれま 
す。 

部品代 

修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯す 
る部材等を含む場合もあります。 

出張料 

商品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。 
別途、駐車料金をいただく場合びあります。 


雲入れ • K つ夕—ヴ—ビス 


仕様•保証とアフタ I ヴ I ビス 
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に相談窓印 


日立家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、転居されたり、贈物でいただいたちのの修理などで、ご不明な点は下記窓□にご相談ください。 


修理など アフターサービス に関するご相談は 
エコーセンターへ 
TEL 0に 0-3 に 1-68 
FAX 0に 0-3 に 1-87 

(受付時間）9:0日〜19:0日 (36 曰曰） 

携帯電話、 PHS か5ちご利用できます。 


商品情報やお取り扱いについてのご相談は 
お客様相談センターへ 
TEL 0120-3121-1 1 
FAX 0に 0-3 に 1-34 

(受付時間）9:00〜17:3日(月〜±)、9:日日〜17:日日旧-祝日) 
年末年始は休ませていただきます。 

携帯電話、 PHS か5ちご利用でさます。 


• 「持込修理」および「部品購入」については、上記ヴービス窓□にて各地区のヴービスセンターをご紹介させていただきます。 
• お客様が弊社にお電話いただいた場合には、正確にご回答するために、通話内容を記録(録音など）させていただくことびあります。 
• ご相談、ご依頼いただいた内容によっては弊社のグループ会社に個人情報を提供し対応させていただくことがあります。 

• 修理をご依頼いただいたお客様へ、アフターヴービスに関するアンケート八ガキを送付させていただくことがあります。 


•長年ご使用の家庭用乾燥式生ごみ処理機の点検を/ 


愛情点検 


• 家庭用乾燥式生ごみ処理機の補修用性能部品の 
保有期間は製造打ち切り後目年です。 


口 


ご使用の際 
このよラな症 
状はありませ 
んか 


♦電源コードや電源プラグび異常に熱くなる。 

♦電源スイッチを押してを動作しない。 

• 自動的に切れないとさびある。 

♦運転中に異常な音び出る。 

♦さわるとビ U ビ U と電気を感じることびある。 

• その他ふたの破損などの異常や故障びある。 

♦電源プラグび変形したり、電源コードにひび割れや傷びある。 



故障や事故防止のため、コン 
セントから電源プラグを抜い 
ご使用 て販売店にご連絡ください。 
中点検-修理についての費用な 
ど詳しいことは、販売店にご 
相談ください。 


參日立アプライアンス株式会社 

干]日己一 84] 日東京者が苔区西新橋 2-] 己一] 2 電言舌（日 3)3 已日 2-2]]] 
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